
1412017年12月号

（b）出力側がショートの状態のとき，入力側か
        らみたインピーダンス    は約17ΩになるZS

（a）出力側がオープンの状態のとき，入力側からみた
        インピーダンス    は約154ΩになるZO
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を使った広帯域パワー・アンプの回路です．RFパワ
ー MOSFETを広帯域動作にすると，動作周波数によ
って入力インピーダンスが変化します．そこでゲイン
に余裕があることも考慮して，入力整合回路を省略し，
代わりに整合パッド（アッテネータ）を入れます．
　整合パッドの損失を3 dBとすると，図2（a）の出力
側オープンの状態で，入力側からみたインピーダンス
ZO は約154Ωです．図2（b）のように出力側ショート
の状態のZS は約17Ωです．インピーダンスを50Ωと
すると，最悪の場合でもSWR ≒3になるので，整合
パッドによりSWR が改善されます．
　出力側は，有効に出力電力を取り出せるように，広
帯域トランスでインピーダンス・マッチングをとって
います．

　約10 dBm（10 mW）の信号を，30〜36 dBm（1〜
3 W）の出力信号に増幅するA級動作のパワー・ア
ンプです．
　特徴として，2 M〜50 MHzの広帯域にするため
入力側には共振回路の代わりにミス・マッチングの
影響を少なくするための整合パッド（アッテネータ）
を入れます．アマチュア無線帯での送信機に応用で
きます．
　実際にこのRFパワー・アンプで電波を発射する
ときは，免許が必要になります．特性の測定時はダ
ミー・ロードを接続しています．

■ 回路

● 抵抗アッテネータで広帯域マッチング
　図1はRFパワー MOSFET RD06HVF1（三菱電機）

図2　整合パッドによる広
帯域マッチング（損失3 dB
の場合）
負 荷 側 が 最 悪 の 状 態 で も
SWR ≒3となり，RD06HVF1
を保護する

図1　本器の回路図
RFパワー MOSFET RD06H 
VF1を使用し，2 M〜50 MHz
で1〜3 Wを出力する
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